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【今月の問い】 

Ｑ．ニュースダイジェスト               で紹介した以下の記事を読み、以下の①～③

について考えよう。 

 

ユニクロ綿シャツ 米が輸入差し止め 

ファーストリテイリングが展開する衣料品チェーン大手「ユニクロ」の綿製シャツが、中

国・新疆
しんきょう

ウイグル自治区の強制労働をめぐる米政府の輸入禁止措置に違反したとして、

米税関・国境警備局（CBP）が今年１月、ロサンゼルス港で輸入を差し止めていたことが

わかった。綿シャツの原料に、中国共産党の傘下組織で、綿花の主要生産団体である「新

疆生産建設兵団（XPCC）」がかかわった綿が使われている疑いがあるという。米政府は

XPCCが生産にかかわる綿製品の輸入を禁止している。ファーストリテイリングは、「強

制労働などの問題がないことは確認している」として、CBP の決定は「非常に遺憾」と

するコメントを出した。     （ニュースダイジェスト 2021年 5月 20日より） 

 

① エシカル消費とは何だろう？ 
 

 

 

 

 

 

② 人権尊重にはどのような歴史があるだろう？ 

 

 

 

 

 

 

③ 人権が尊重されていない労働とはどのようなもので、なぜ行われるのだろう？ 

 

 

 

 

 

 

※次ページの解説も参考にしよう！  

2021年 5月号 

SDGs 



2 

     

 

       働きがいも 経済成長も 

  

高校生の皆さんの中には、ファッションに興味がある人も多いと思います。最近、ユニクロ

の製品をアメリカが輸入拒否するという事案が発生しました。これは、同社が強制的に働か

されている環境で生産された綿花を使用しているという疑惑が持ち上がったからです。ま

た、その他の世界的なアパレルメーカーがそのような状況で生産された綿花を使用しないと

宣言すると、今度は中国国内でそれらのメーカーの不買運動が起こりました。 

なぜこのようなことが発生するのでしょうか？ ビジネスにおいては利益が優先されがちな

ので、労働者の賃金をできるだけ安くしたいという思いが働きます。その結果、低賃金での労

働、子どもを働かせる、劣悪な環境での仕事を強いるなど、人権を軽視した仕事が提供され

ることがあります。 

しかし、企業も対策に乗り出しています。特に投資家たちは、このような人権を無視した経

営を行う企業を支援しないという「ESG投資」を推進するようになってきていて、企業は、働く

人の人権を守らないと企業を経営し続けることが難しくなってきているのです。 

また、SDGsのゴール8番「働きがいも経済成長も」に、強制労働や児童労働の根絶をは

じめ、働きがいのある人間らしい仕事を行うこと、同一労働同一賃金など、労働者の権利を

守る必要性が書かれています。またゴール10番「不平等をなくそう」では、あらゆる不平等

の撤廃が書かれていて、ゴール1番「貧困をなくそう」では、貧困状態にある人々を救うこと

が示されています。このように、適切な労働を提供し、誰もが正当に仕事ができるようになる

ことはSDGs達成のためにもとても重要な要素の一つだと言えます。 

国連では、1948年に「世界人権宣言」が採択され、すべての人とすべての国が達成すべ

き基本的人権について宣言がなされました。最近では、2011年に「ビジネスと人権に関す

る指導原則」が決議され、それを受けて世界各国で人権に関する行動計画を立てることに

なりました。わが国では2020年に「ビジネスと人権に関する国別行動計画」が制定されまし

た。そこには、適切な労働の提供、障害者雇用、女性活躍の推進、外国人材の雇用などさま

ざまな側面での労働者の人権を守ることが示されています。 

このように、社会全体で人々の人権を守り、さまざまな人が共生できる社会づくりをめざし

ていかなければならないのです。その一つとして、私たち消費者もどのような環境で生産さ

れたものなのかを考えてから製品を購入するといった意識を持つことも重要になってくるで

しょう。 
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※ 北九州市立大学 地域創生学群 教授 眞鍋和博先生に、ゴール 8 について

解説いただきました。 


